
【表紙】
 

【提出書類】 半期報告書の訂正報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成20年５月26日

【中間会計期間】 第66期中（自平成19年４月１日　至平成19年９月30日）

【会社名】 真柄建設株式会社

【英訳名】 MAGARA CONSTRUCTION CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　真柄　宏司

【本店の所在の場所】 石川県金沢市彦三町１丁目13番43号

【電話番号】 076－231－1266（代表）

【事務連絡者氏名】 財務部長　　太田　剛

【最寄りの連絡場所】 石川県金沢市彦三町１丁目13番43号

【電話番号】 076－231－1266（代表）

【事務連絡者氏名】 財務部長　　太田　剛

【縦覧に供する場所】 真柄建設株式会社東京本店

（東京都千代田区麹町５丁目１番地の６）

真柄建設株式会社大阪支店

（大阪府大阪市淀川区宮原４丁目４番50号）

真柄建設株式会社名古屋支店

（愛知県名古屋市東区泉１丁目８番19号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

株式会社大阪証券取引所

（大阪府大阪市中央区北浜１丁目８番16号）

 

EDINET提出書類

真柄建設株式会社(E00096)

訂正半期報告書

 1/26



１【半期報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成20年２月４日に提出しました第66期（自平成19年４月１日　至平成19年９月30日）半期報告書の記載事項の一部に誤り

がありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

１　業績等の概要

(1）業績

２　生産、受注及び販売の状況

(1）受注工事高、完成工事高、繰越工事高及び施工高

(2）受注工事高及び完成工事高について

(3）売上高

第５　経理の状況

２　中間財務諸表等

(1）中間財務諸表

①　中間貸借対照表

②　中間損益計算書

③　中間株主資本等変動計算書

④　中間キャッシュ・フロー計算書

継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

中間財務諸表作成の基本となる重要事項

会計処理の変更

注記事項

（中間損益計算書関係）

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】

　訂正箇所は　　　を付して示しております。
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第一部【企業情報】
 

第１【企業の概況】
 

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次 第64期中 第65期中 第66期中 第64期 第65期

会計期間

自平成17年
４月１日
至平成17年
９月30日

自平成18年
４月１日
至平成18年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成19年
９月30日

自平成17年
４月１日
至平成18年
３月31日

自平成18年
４月１日
至平成19年
３月31日

売上高 (百万円) 31,151 37,036 37,054 77,589 81,700

経常損益 (百万円) △325 △832 △1,036 694 △1,523

中間（当期）純損益 (百万円) △402 △826 △1,256 110 △1,537

（省略）

純資産額 (百万円) 5,103 3,591 2,338 4,637 3,144

総資産額 (百万円) 58,070 52,088 58,114 53,975 58,268

１株当たり純資産額 (円) △156.25△194.64△194.32△166.88△191.62

１株当たり中間（当期）
純損益

(円) △9.11 △18.75 △25.29 2.51 △34.69

潜在株式調整後１株当た
り中間（当期）純利益

(円) ― ― ― 0.81 ―

自己資本比率 (％) 8.8 6.9 4.0 8.6 5.4

（省略）
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（訂正後）

回次 第64期中 第65期中 第66期中 第64期 第65期

会計期間

自平成17年
４月１日
至平成17年
９月30日

自平成18年
４月１日
至平成18年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成19年
９月30日

自平成17年
４月１日
至平成18年
３月31日

自平成18年
４月１日
至平成19年
３月31日

売上高 (百万円) 31,151 36,947 37,044 77,677 81,622

経常損益 (百万円) △328 △918 △1,037 782 △1,610

中間（当期）純損益 (百万円) △405 △913 △1,257 199 △1,624

（省略）

純資産額 (百万円) 5,100 3,593 2,339 4,725 3,146

総資産額 (百万円) 58,070 52,491 58,114 54,066 58,277

１株当たり純資産額 (円) △156.32△190.58△194.32△164.88△191.58

１株当たり中間（当期）
純損益

(円) △9.18 △20.69 △25.31 4.51 △36.65

潜在株式調整後１株当た
り中間（当期）純利益

(円) ― ― ― 1.45 ―

自己資本比率 (％) 8.8 6.8 4.0 8.7 5.4

（省略）
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第２【事業の状況】
 

１【業績等の概要】

(1）業績

（訂正前）

（省略）

　売上高においては、建設事業の完成工事高368億69百万円（前年同期比1.0％増）と不動産事業等売上高１億84百万円

（前年同期比65.5％減）をあわせた総売上高は370億54百万円（前年同期比0.0％増）となった。完成工事の建築・土木別

内訳は、建築工事84.8％、土木工事15.2％である。なお、建設事業における完成工事高は、契約により工事の引渡しが下半期

に集中しているため、上半期の完成工事高に比べ下半期の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動がある（２

「生産、受注及び販売の状況」　(2）「受注工事高及び完成工事高について」を参照）。

　この結果、建設事業における当下半期以降への繰越高は857億11百万円（前年同期比20.3％増）となった。

　損益については、総合一貫管理の継続と徹底を鋭意遂行してきたが、価格競争の激化、並びに今回の不適切な原価処理の

精査を行ったことにより、10億36百万円の経常損失となった。また、特別損失に関係会社損失引当金繰入額１億72百万円等

を計上した結果、誠に遺憾ながら12億56百万円の中間純損失となった。

 

（訂正後）

（省略）

　売上高においては、建設事業の完成工事高368億60百万円（前年同期比1.2％増）と不動産事業等売上高１億84百万円

（前年同期比65.5％減）をあわせた総売上高は370億44百万円（前年同期比0.3％増）となった。完成工事の建築・土木別

内訳は、建築工事84.8％、土木工事15.2％である。なお、建設事業における完成工事高は、契約により工事の引渡しが下半期

に集中しているため、上半期の完成工事高に比べ下半期の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動がある（２

「生産、受注及び販売の状況」　(2）「受注工事高及び完成工事高について」を参照）。

　この結果、建設事業における当下半期以降への繰越高は857億11百万円（前年同期比20.3％増）となった。

　損益については、総合一貫管理の継続と徹底を鋭意遂行してきたが、価格競争の激化、並びに今回の不適切な原価処理の

精査を行ったことにより、10億37百万円の経常損失となった。また、特別損失に関係会社損失引当金繰入額１億72百万円等

を計上した結果、誠に遺憾ながら12億57百万円の中間純損失となった。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）受注工事高、完成工事高、繰越工事高及び施工高

（訂正前）

期　別 工事別
期首繰越
工事高
(百万円)

期中受注
工事高
(百万円)

計
(百万円)

期中完成
工事高
(百万円)

期末繰越工事高

期中
施工高
(百万円)

手持工事高
(百万円)

うち施工高

比率
(％)

金額
(百万円)

前中間会計期間
（自平成18年

４月１日
至平成18年

９月30日）

建築
工事

50,51735,43785,95431,69654,25816.7 9,07030,082

土木
工事

16,0835,71221,7964,80316,99231.4 5,3375,551

計 66,60041,150107,75036,50071,25020.214,40835,633

当中間会計期間
（自平成19年

４月１日
至平成19年

９月30日）

建築
工事

52,15547,985100,14131,25268,88810.6 7,33628,944

土木
工事

17,9374,50222,4405,61716,82229.7 5,0046,802

計 70,09352,487122,58136,86985,71114.412,34035,747

前事業年度
（自平成18年

４月１日
至平成19年

３月31日）

建築
工事

50,51767,763118,28066,12552,15518.5 9,64465,084

土木
工事

16,08316,56832,65114,71317,93721.3 3,81813,942

計 66,60084,331150,93280,83870,09319.213,46379,027

 

（訂正後）

期　別 工事別
期首繰越
工事高
(百万円)

期中受注
工事高
(百万円)

計
(百万円)

期中完成
工事高
(百万円)

期末繰越工事高

期中
施工高
(百万円)

手持工事高
(百万円)

うち施工高

比率
(％)

金額
(百万円)

前中間会計期間
（自平成18年

４月１日
至平成18年

９月30日）

建築
工事

50,42835,43785,86631,60854,25816.7 9,07029,993

土木
工事

16,0835,71221,7964,80316,99231.4 5,3375,551

計 66,51241,150107,66236,41271,25020.214,40835,545

当中間会計期間
（自平成19年

４月１日
至平成19年

９月30日）

建築
工事

52,14547,985100,13131,24368,88810.6 7,33628,935

土木
工事

17,9374,50222,4405,61716,82229.7 5,0046,802

計 70,08352,487122,57136,86085,71114.412,34035,737

前事業年度
（自平成18年

４月１日
至平成19年

３月31日）

建築
工事

50,42867,763118,19266,04652,14518.5 9,64465,006

土木
工事

16,08316,56832,65114,71317,93721.3 3,81813,942

計 66,51284,331150,84480,76070,08319.213,46378,948

EDINET提出書類

真柄建設株式会社(E00096)

訂正半期報告書

 6/26



(2）受注工事高及び完成工事高について

　当社は建設市場の状況を反映して工事の受注工事高及び完成工事高が平均化しておらず、最近３年間についてみても次

のように変動している。

（訂正前）

期別

受注工事高 完成工事高

１年通期
(Ａ)
(百万円)

上半期
(Ｂ)
(百万円)

(Ｂ)／(Ａ)
(％)

１年通期
(Ｃ)
(百万円)

上半期
(Ｄ)
(百万円)

(Ｄ)／(Ｃ)
(％)

第63期 71,739 38,403 54 72,096 29,050 40

第64期 76,317 42,357 56 76,382 30,848 40

第65期 84,331 41,150 49 80,838 36,500 45

第66期 ―― 52,487 ―― ―― 36,869 ――

 

（訂正後）

期別

受注工事高 完成工事高

１年通期
(Ａ)
(百万円)

上半期
(Ｂ)
(百万円)

(Ｂ)／(Ａ)
(％)

１年通期
(Ｃ)
(百万円)

上半期
(Ｄ)
(百万円)

(Ｄ)／(Ｃ)
(％)

第63期 71,739 38,403 54 72,096 29,050 40

第64期 76,317 42,357 56 76,471 30,848 40

第65期 84,331 41,150 49 80,760 36,412 45

第66期 ―― 52,487 ―― ―― 36,860 ――

 

(3）売上高

①　完成工事高

（訂正前）

期別 区分
官公庁
(百万円)

民間
(百万円)

計
(百万円)

前中間会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

建築工事 2,079 29,617 31,696

土木工事 2,553 2,250 4,803

計 4,632 31,867 36,500

当中間会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日)

建築工事 3,743 27,509 31,252

土木工事 3,898 1,718 5,617

計 7,642 29,227 36,869

 

（訂正後）

期別 区分
官公庁
(百万円)

民間
(百万円)

計
(百万円)

前中間会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

建築工事 2,079 29,528 31,608

土木工事 2,553 2,250 4,803

計 4,632 31,779 36,412

当中間会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日)

建築工事 3,743 27,499 31,243

土木工事 3,898 1,718 5,617

計 7,642 29,217 36,860
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第５【経理の状況】
 

２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

（訂正前）

  
前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

（省略）

３　完成工事未収入金  19,760,492   25,851,019   25,480,094   

（省略）

６　未成工事支出金  8,691,708   7,415,338   6,729,399   

（省略）

流動資産合計   32,661,81562.7  39,936,89068.7  39,778,23768.3

Ⅱ　固定資産           

（省略）

固定資産合計   19,417,59737.3  18,177,24431.3  18,484,45931.7

Ⅲ　繰延資産   8,6100.0  ― ―  5,3910.0

資産合計   52,088,023100.0  58,114,134100.0  58,268,087100.0

           

 

  
前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

（省略）

２　工事未払金  14,516,001   15,772,562   18,098,061   

（省略）

５　未成工事受入金 ※３ 7,696,425   8,028,743   7,498,229   

６　工事損失引当金  605,121   1,203,781   896,391   

（省略）

流動負債合計   37,754,40572.5  51,633,95088.8  49,991,85185.8

Ⅱ　固定負債           

（省略）

固定負債合計   10,742,54320.6  4,141,3617.2  5,131,4448.8

負債合計   48,496,94893.1  55,775,31196.0  55,123,29694.6
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前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

（省略）

３　利益剰余金           

その他利益剰余金           

繰越利益剰余金  △1,671,729   △3,638,963   △2,382,367   

利益剰余金合計   △1,671,729△3.2  △3,638,963△6.2  △2,382,367△4.1

（省略）

株主資本合計   4,740,8439.1  3,769,3906.5  4,428,2297.6

Ⅱ　評価・換算差額等           

１　その他有価証券評
価差額金

  865,6431.7  584,8441.0  731,9731.3

２　土地再評価差額金 ※２  △2,015,411△3.9  △2,015,411△3.5  △2,015,411△3.5

評価・換算差額等合
計

  △1,149,768△2.2  △1,430,567△2.5  △1,283,437△2.2

純資産合計   3,591,0756.9  2,338,8234.0  3,144,7915.4

負債純資産合計   52,088,023100.0  58,114,134100.0  58,268,087100.0

           

 

（訂正後）

  
前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

（省略）

３　完成工事未収入金  20,159,653   25,851,222   25,489,877   

（省略）

６　未成工事支出金  8,695,528   7,415,338   6,729,399   

（省略）

流動資産合計   33,064,79663.0  39,937,09368.7  39,788,01968.3

Ⅱ　固定資産           

（省略）

固定資産合計   19,417,59737.0  18,177,24431.3  18,484,45931.7

Ⅲ　繰延資産   8,6100.0  ― ―  5,3910.0

資産合計   52,491,004100.0  58,114,337100.0  58,277,869100.0
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前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

（省略）

２　工事未払金  14,513,901   15,772,562   18,106,428   

（省略）

５　未成工事受入金 ※３ 8,095,586   8,028,743   7,498,229   

６　工事損失引当金  608,821   1,203,741   896,391   

（省略）

流動負債合計   38,155,16672.7  51,633,91088.8  50,000,21785.8

Ⅱ　固定負債           

（省略）

固定負債合計   10,742,54320.5  4,141,3617.2  5,131,4448.8

負債合計   48,897,70993.2  55,775,27196.0  55,131,66294.6

 

  
前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

（省略）

３　利益剰余金           

その他利益剰余金           

繰越利益剰余金  △1,669,509   △3,638,720   △2,380,951   

利益剰余金合計   △1,669,509△3.2  △3,638,720△6.2  △2,380,951△4.1

（省略）

株主資本合計   4,743,0639.0  3,769,6336.5  4,429,6447.5

Ⅱ　評価・換算差額等           

１　その他有価証券評
価差額金

  865,6431.6  584,8441.0  731,9731.3

２　土地再評価差額金 ※２  △2,015,411△3.8  △2,015,411△3.5  △2,015,411△3.5

評価・換算差額等合
計

  △1,149,768△2.2  △1,430,567△2.5  △1,283,437△2.2

純資産合計   3,593,2956.8  2,339,0664.0  3,146,2075.4

負債純資産合計   52,491,004100.0  58,114,337100.0  58,277,869100.0
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②【中間損益計算書】

（訂正前）

  
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高           

１　完成工事高  36,500,499   36,869,679   80,838,976   

２　不動産事業等売上
高

 535,50837,036,007100.0184,70937,054,388100.0861,69881,700,675100.0

Ⅱ　売上原価           

１　完成工事原価  35,619,475   36,293,433   78,899,134   

２　不動産事業等売上
原価

 450,76536,070,24097.4 132,38136,425,81498.3 718,57479,617,70997.5

売上総利益           

１　完成工事総利益  881,023   576,246   1,939,841   

２　不動産事業等総利
益

 84,743965,7662.6 52,328628,5741.7 143,1232,082,9652.5

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

  1,633,8664.4  1,481,7354.0  3,203,0783.9

営業損失   668,099△1.8  853,161△2.3  1,120,112△1.4

（省略）

経常損失   832,468△2.2  1,036,101△2.8  1,523,332△1.9

（省略）

税引前中間（当
期）純損失

  827,208△2.2  1,234,160△3.3  1,497,764△1.9

（省略）

中間（当期）純損
失

  826,960△2.2  1,256,595△3.4  1,537,598△1.9
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（訂正後）

  
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高           

１　完成工事高  36,412,092   36,860,099   80,760,352   

２　不動産事業等売上
高

 535,50836,947,601100.0184,70937,044,809100.0861,69881,622,050100.0

Ⅱ　売上原価           

１　完成工事原価  35,617,255   36,285,026   78,907,501   

２　不動産事業等売上
原価

 450,76536,068,02097.6 132,38136,417,40798.3 718,57479,626,07597.6

売上総利益           

１　完成工事総利益  794,836   575,073   1,852,851   

２　不動産事業等総利
益

 84,743879,5802.4 52,328627,4011.7 143,1231,995,9752.4

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

  1,633,8664.4  1,481,7354.0  3,203,0783.9

営業損失   754,286△2.0  854,334△2.3  1,207,103△1.5

（省略）

経常損失   918,654△2.5  1,037,274△2.8  1,610,323△2.0

（省略）

税引前中間（当
期）純損失

  913,394△2.5  1,235,333△3.3  1,584,755△1.9

（省略）

中間（当期）純損
失

  913,146△2.5  1,257,768△3.4  1,624,589△2.0
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

（訂正前）

 

株主資本

資本金

利益剰余金

自己株式 株主資本合計その他利益剰余金

繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高（千円） 6,432,157 △885,505 △17,472 5,529,179

中間会計期間中の変動額     

中間純損失 ― △826,960 ― △826,960

（省略）

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

― △786,224 △2,111 △788,335

平成18年９月30日残高（千円） 6,432,157△1,671,729 △19,583 4,740,843

     

 

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

平成18年３月31日残高（千円） 1,082,731△1,974,675△891,943 4,637,236

中間会計期間中の変動額     

中間純損失 ― ― ― △826,960

（省略）

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

△217,088 △40,735 △257,824 △1,046,160

平成18年９月30日残高（千円） 865,643 △2,015,411△1,149,768 3,591,075
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（訂正後）

 

株主資本

資本金

利益剰余金

自己株式 株主資本合計その他利益剰余金

繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高（千円） 6,432,157 △797,098 △17,472 5,617,585

中間会計期間中の変動額     

中間純損失 ― △913,146 ― △913,146

（省略）

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

― △872,410 △2,111 △874,522

平成18年９月30日残高（千円） 6,432,157△1,669,509 △19,583 4,743,063

     

 

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

平成18年３月31日残高（千円） 1,082,731△1,974,675△891,943 4,725,642

中間会計期間中の変動額     

中間純損失 ― ― ― △913,146

（省略）

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

△217,088 △40,735 △257,824 △1,132,346

平成18年９月30日残高（千円） 865,643 △2,015,411△1,149,768 3,593,295
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当中間会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

（訂正前）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

平成19年３月31日残高（千円） 6,632,157199,999 △2,382,367△21,5604,428,229

中間会計期間中の変動額      

（省略）

中間純損失 ― ― △1,256,595 ― △1,256,595

（省略）

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

299,999299,999 △1,256,595△2,242△658,838

平成19年９月30日残高（千円） 6,932,156499,999 △3,638,963△23,8023,769,390

 

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評
価差額金

土地再評価差額金
評価・換算差額等
合計

平成19年３月31日残高（千円） 731,973△2,015,411△1,283,4373,144,791

中間会計期間中の変動額     

（省略）

中間純損失 ― ― ― △1,256,595

（省略）

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

△147,129 ― △147,129 △805,968

平成19年９月30日残高（千円） 584,844△2,015,411△1,430,5672,338,823

 

EDINET提出書類

真柄建設株式会社(E00096)

訂正半期報告書

15/26



（訂正後）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

平成19年３月31日残高（千円） 6,632,157199,999 △2,380,951△21,5604,429,644

中間会計期間中の変動額      

（省略）

中間純損失 ― ― △1,257,768 ― △1,257,768

（省略）

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

299,999299,999 △1,257,768△2,242△660,011

平成19年９月30日残高（千円） 6,932,156499,999 △3,638,720△23,8023,769,633

 

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評
価差額金

土地再評価差額金
評価・換算差額等
合計

平成19年３月31日残高（千円） 731,973△2,015,411△1,283,4373,146,207

中間会計期間中の変動額     

（省略）

中間純損失 ― ― ― △1,257,768

（省略）

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

△147,129 ― △147,129 △807,141

平成19年９月30日残高（千円） 584,844△2,015,411△1,430,5672,339,066

 

EDINET提出書類

真柄建設株式会社(E00096)

訂正半期報告書

16/26



前事業年度の要約株主資本等変動計算書（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

（訂正前）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高（千円） 6,432,157 ― △885,505△17,4725,529,179

事業年度中の変動額      

（省略）

当期純損失 ― ― △1,537,598 ― △1,537,598

（省略）

事業年度中の変動額合計（千円） 199,999199,999 △1,496,862△4,087△1,100,950

平成19年３月31日残高（千円） 6,632,157199,999 △2,382,367△21,5604,428,229

 

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評
価差額金

土地再評価差額金
評価・換算差額等
合計

平成18年３月31日残高（千円） 1,082,731△1,974,675△891,943 4,637,236

事業年度中の変動額     

（省略）

当期純損失 ― ― ― △1,537,598

（省略）

事業年度中の変動額合計（千円） △350,758 △40,735 △391,493△1,492,444

平成19年３月31日残高（千円） 731,973△2,015,411△1,283,4373,144,791
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（訂正後）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高（千円） 6,432,157 ― △797,098△17,4725,617,585

事業年度中の変動額      

（省略）

当期純損失 ― ― △1,624,589 ― △1,624,589

（省略）

事業年度中の変動額合計（千円） 199,999199,999 △1,583,853△4,087△1,187,941

平成19年３月31日残高（千円） 6,632,157199,999 △2,380,951△21,5604,429,644

 

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評
価差額金

土地再評価差額金
評価・換算差額等
合計

平成18年３月31日残高（千円） 1,082,731△1,974,675△891,943 4,725,642

事業年度中の変動額     

（省略）

当期純損失 ― ― ― △1,624,589

（省略）

事業年度中の変動額合計（千円） △350,758 △40,735 △391,493△1,579,435

平成19年３月31日残高（千円） 731,973△2,015,411△1,283,4373,146,207
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

  
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度の要約キャッ
シュ・フロー計算書
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッ
シュ・フロー

    

１　税引前中間（当期）
純利益

 △827,208 △1,234,160 △1,497,764

（省略）

15　工事損失引当金の増
減額（減少：△）

 359,232 307,390 650,502

（省略）

22　売上債権の増減額
（増加：△）

 △36,605 1,766,211 △8,665,088

23　たな卸資産の増減額
（増加：△）

 37,907 △862,515 1,895,369

（省略）

25　仕入債務の増減額
（減少：△）

 △1,699,739 △1,980,032 3,327,787

26　未成工事受入金の増
減額（減少：△）

 1,074,054 530,513 831,371

（省略）

小計  △390,039 △2,039,217 △2,553,107

（省略）

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

 △571,058 △2,295,824 △2,988,708
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（訂正後）

  
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度の要約キャッ
シュ・フロー計算書
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッ
シュ・フロー

    

１　税引前中間（当期）
純利益

 △913,394 △1,235,333 △1,584,755

（省略）

15　工事損失引当金の増
減額（減少：△）

 362,932 307,350 650,502

（省略）

22　売上債権の増減額
（増加：△）

 △345,316 1,775,790 △8,584,420

23　たな卸資産の増減額
（増加：△）

 34,087 △862,515 1,895,369

（省略）

25　仕入債務の増減額
（減少：△）

 △1,701,839 △1,998,398 3,336,154

26　未成工事受入金の増
減額（減少：△）

 1,471,171 530,513 829,328

（省略）

小計  △390,039 △2,039,217 △2,553,107

（省略）

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

 △571,058 △2,295,824 △2,988,708
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継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

（訂正前）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

――――― 　当社は、平成19年12月３日に大阪支

店において不適切な原価処理が行わ

れていたことが判明したことを受け

て、この不適切な処理内容について

厳正な調査を行い、公表済財務諸表

（中間を含む）の記載内容について

見直しを行った。

　これにより、当中間会計期において

は、完成工事総利益が大幅に減少し、

多額の営業損失（853,161千円）、経

常損失（1,036,101千円）、及び、中

間純損失（1,256,595千円）を計上

することとなり、利益剰余金が多額

のマイナスとなった。また、前事業年

度から継続して重要なマイナスの営

業キャッシュ・フロー（2,295,824

千円）を計上している。

　当社は、平成19年12月３日に大阪支

店において不適切な原価処理が行わ

れていたことが判明したことを受け

て、この不適切な処理内容について

厳正な調査を行い、公表済財務諸表

（中間を含む）の記載内容について

見直しを行った。

　これにより、平成19年３月期におい

ては、完成工事総利益が大幅に減少

し、多額の営業損失（1,120,112千

円）、経常損失（1,523,332千円）、

及び、当期純損失（1,537,598千円）

を計上することとなり、利益剰余金

が多額のマイナスとなった。また、重

要なマイナスの営業キャッシュ・フ

ロー（2,988,708千円）を計上して

いる。

 （省略） （省略）

 

（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

――――― 　当社は、平成19年12月３日に大阪支

店において不適切な原価処理が行わ

れていたことが判明したことを受け

て、この不適切な処理内容について

厳正な調査を行い、公表済財務諸表

（中間を含む）の記載内容について

見直しを行った。

　これにより、当中間会計期において

は、完成工事総利益が大幅に減少し、

多額の営業損失（854,334千円）、経

常損失（1,037,274千円）、及び、中

間純損失（1,257,768千円）を計上

することとなり、利益剰余金が多額

のマイナスとなった。また、前事業年

度から継続して重要なマイナスの営

業キャッシュ・フロー（2,295,824

千円）を計上している。

　当社は、平成19年12月３日に大阪支

店において不適切な原価処理が行わ

れていたことが判明したことを受け

て、この不適切な処理内容について

厳正な調査を行い、公表済財務諸表

（中間を含む）の記載内容について

見直しを行った。

　これにより、平成19年３月期におい

ては、完成工事総利益が大幅に減少

し、多額の営業損失（1,207,103千

円）、経常損失（1,610,323千円）、

及び、当期純損失（1,624,589千円）

を計上することとなり、利益剰余金

が多額のマイナスとなった。また、重

要なマイナスの営業キャッシュ・フ

ロー（2,988,708千円）を計上して

いる。

 （省略） （省略）
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

（訂正前）

 
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

７．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

完成工事高の計上基準 完成工事高の計上基準 完成工事高の計上基準

　請負金額１億円以上の長期工事

（工期１年以上）については工事

進行基準を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用してい

る。なお、工事進行基準による完成

工事高は17,876,835千円、完成工

事総利益は65,101千円である。

　請負金額１億円以上の長期工事

（工期１年以上）については工事

進行基準を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用してい

る。なお、工事進行基準による完成

工事高は23,448,693千円、完成工

事総利益は238,373千円である。

　請負金額１億円以上の長期工事

（工期１年以上）については工事

進行基準を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用してい

る。なお、工事進行基準による完成

工事高は39,667,466千円、完成工

事総利益は△47,380千円である。

 

（訂正後）

 
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

７．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

完成工事高の計上基準 完成工事高の計上基準 完成工事高の計上基準

　請負金額１億円以上の長期工事

（工期１年以上）については工事

進行基準を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用してい

る。なお、工事進行基準による完成

工事高は17,788,429千円、完成工

事総利益は△17,504千円である。

　請負金額１億円以上の長期工事

（工期１年以上）については工事

進行基準を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用してい

る。なお、工事進行基準による完成

工事高は23,439,114千円、完成工

事総利益は△259,468千円である。

　請負金額１億円以上の長期工事

（工期１年以上）については工事

進行基準を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用してい

る。なお、工事進行基準による完成

工事高は39,588,842千円、完成工

事総利益は△130,671千円である。
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会計処理の変更

（訂正前）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

（貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準）

――――― （貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準）

　当中間会計期間より、「貸借対照表

の純資産の部の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第５号　平成17

年12月９日）及び「貸借対照表の純

資産の部の表示に関する会計基準等

の適用指針」（企業会計基準適用指

針第８号　平成17年12月９日）を適

用している。

　これまでの資本の部の合計に相当

する金額は、3,591,075千円である。

　なお、当中間会計期間における中間

貸借対照表の純資産の部について

は、中間財務諸表等規則の改正に伴

い、改正後の中間財務諸表等規則に

より作成している。

 　当事業年度より、「貸借対照表の純

資産の部の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第５号　平成17年12

月９日）及び「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準等の適

用指針」（企業会計基準適用指針第

８号　平成17年12月９日）を適用し

ている。

　従来の資本の部の合計に相当する

金額は、3,144,791千円である。

　なお、当事業年度における貸借対照

表の純資産の部については、財務諸

表等規則の改正に伴い、改正後の財

務諸表等規則により作成している。

 

（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

（貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準）

――――― （貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準）

　当中間会計期間より、「貸借対照表

の純資産の部の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第５号　平成17

年12月９日）及び「貸借対照表の純

資産の部の表示に関する会計基準等

の適用指針」（企業会計基準適用指

針第８号　平成17年12月９日）を適

用している。

　これまでの資本の部の合計に相当

する金額は、3,593,295千円である。

　なお、当中間会計期間における中間

貸借対照表の純資産の部について

は、中間財務諸表等規則の改正に伴

い、改正後の中間財務諸表等規則に

より作成している。

 　当事業年度より、「貸借対照表の純

資産の部の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第５号　平成17年12

月９日）及び「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準等の適

用指針」（企業会計基準適用指針第

８号　平成17年12月９日）を適用し

ている。

　従来の資本の部の合計に相当する

金額は、3,146,207千円である。

　なお、当事業年度における貸借対照

表の純資産の部については、財務諸

表等規則の改正に伴い、改正後の財

務諸表等規則により作成している。
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注記事項

（中間損益計算書関係）

（訂正前）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１　当社の売上高は、通常の営業の形態とし

て、事業年度の上半期の売上高と下半期の

売上高との間に著しい相違がある。当中間

会計期間末に至る一年間の売上高は次のと

おりである。

１　　　　　　　　同左 ―――――

 

前事業年度下半期 46,438,134千円

当中間会計期間 37,036,007

合計 83,474,142

　

 

前事業年度下半期 44,664,667千円

当中間会計期間 37,054,388

合計 81,719,056

　

 

  

  

  

　

 

（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１　当社の売上高は、通常の営業の形態とし

て、事業年度の上半期の売上高と下半期の

売上高との間に著しい相違がある。当中間

会計期間末に至る一年間の売上高は次のと

おりである。

１　　　　　　　　同左 ―――――

 

前事業年度下半期 46,526,540千円

当中間会計期間 36,947,601

合計 83,474,142

　

 

前事業年度下半期 44,674,449千円

当中間会計期間 37,044,809

合計 81,719,258

　

 

  

  

  

　

 

EDINET提出書類

真柄建設株式会社(E00096)

訂正半期報告書

24/26



（１株当たり情報）

（訂正前）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 

１株当たり純資産額 △190.64円

１株当たり中間純損失 18.75円

　

 

１株当たり純資産額 △194.32円

１株当たり中間純損失 25.29円

　

 

１株当たり純資産額 △191.62円

１株当たり当期純損失 34.69円

　

（省略） （省略） （省略）

（注）１．１株当たり中間（当期）純損益及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎は、以下のとおり

である。

 
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１株当たり中間（当期）純損益    

中間（当期）純損益 （千円） △826,960 △1,256,595 △1,537,598

普通株主に帰属しない
金額

（千円） ―― ―― ――

普通株式に係る中間
（当期）純損益

（千円） △826,960 △1,256,595 △1,537,598

（省略）

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度末
（平成19年３月31日）

純資産の部の合計額 （千円） 3,591,075 2,338,823 3,144,791

（省略）

普通株式に係る中間期
末（期末）の純資産額

（千円） △8,408,924 △9,661,539 △8,855,208

（省略）
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（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 

１株当たり純資産額 △190.58円

１株当たり中間純損失 20.69円

　

 

１株当たり純資産額 △194.32円

１株当たり中間純損失 25.31円

　

 

１株当たり純資産額 △191.58円

１株当たり当期純損失 36.65円

　

（省略） （省略） （省略）

（注）１．１株当たり中間（当期）純損益及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎は、以下のとおり

である。

 
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１株当たり中間（当期）純損益    

中間（当期）純損益 （千円） △913,146 △1,257,768 △1,624,589

普通株主に帰属しない
金額

（千円） ―― ―― ――

普通株式に係る中間
（当期）純損益

（千円） △913,146 △1,257,768 △1,624,589

（省略）

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度末
（平成19年３月31日）

純資産の部の合計額 （千円） 3,593,295 2,339,066 3,146,207

（省略）

普通株式に係る中間期
末（期末）の純資産額

（千円） △8,406,704 △9,660,933 △8,853,792

（省略）

 

EDINET提出書類

真柄建設株式会社(E00096)

訂正半期報告書

26/26


	表紙
	本文
	１半期報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	第２事業の状況

	１業績等の概要
	２生産、受注及び販売の状況
	第５経理の状況

	２中間財務諸表等
	（１）中間財務諸表
	①中間貸借対照表
	②中間損益計算書
	③中間株主資本等変動計算書
	④中間キャッシュ・フロー計算書



